
土
砂

災
害

警
戒

区
域

内
水

浸
水

想
定

区
域

　
1.

0
～

2.
0ｍ

　
0.

5
～

1.
0ｍ

生
田

の
水

供
給

は
県

域
ス

ケ
ー

ル
で

あ
る

。
大

が
か

り
な

水
イ

ン
フ

ラ
を

こ
れ

か
ら

ど
う

維
持

更
新

す
る

か
。

雨
水

を
浸

透
さ

せ
な

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

ま
ち

な
み

を
こ

れ
か

ら
ど

う
維

持
更

新
す

る
か

。

近
代

土
木

に
よ

る
大

地
の

治
め

方
の

脆
弱

さ
現

在
の

水
の

使
い

方
の

非
持

続
可

能
性

土
中
と
水
の
為
の
「
マ
イ
ク
ロ
イ
ン
フ
ラ
」
兼
「
 環

境
装

置
」
と
な
る
よ
う
に
、
空
家
や
既
存
イ
ン
フ
ラ
・
土
木
を
維
持
更
新
・
解
体

す
る

。

五
反
田
川対
象
敷
地

生
田
駅

生
田
小
学
校

マ
ン
シ
ョ
ン

五
反
田
川対
象
敷
地

生
田
駅

生
田
小
学
校

マ
ン
シ
ョ
ン

こ
の

ま
ち

に
住

む
ひ

と
の

　
　

　
　

ら
し

・
ひ

と
が

そ
こ

で
生

活
し

、
水

を
使

う
こ

と
が

生
態

系
を

豊
か

に
す

る
く

ら
し

・
ど

ん
な

水
を

ど
う

使
う

か
を

考
え

る
く

ら
し

・
毎

日
さ

さ
い

な
水

の
お

世
話

を
す

る
く

ら
し

・
オ

フ
グ

リ
ッ

ト
な

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

ち
、

都
市

イ
ン

フ
ラ

に
依

存
し

な
い

く
ら

し

22
世

紀
型

「
庭

付
き

一
戸

建
て

」
郊

外
住

宅

・
広

い
庭

：
空

家
が

緑
地

や
水

辺
に

な
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
低

密
度

化
し

、
庭

が
広

が
る

。
毎

日
、

ち
ょ

っ
と

し
た

お
世

話
を

す
る

・
便

利
な

里
山

：
都

心
へ

の
良

好
な

ア
ク

セ
ス

で
あ

り
な

が
ら

、
豊

か
な

生
態

系
の

中
で

里
山

的
な

く
ら

し
が

で
き

る

こ
の

ま
ち

の
「

自
然

」

・
か

つ
て

の
森

へ
の

非
視

覚
的

回
帰

：
こ

の
ま

ち
の

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
、

浄
化

さ
れ

た
水

と
養

分
の

供
給

源
と

な
り

、
か

つ
て

あ
っ

た
森

と
同

様
な

機
能

を
果

た
す

・
既

存
住

宅
地

と
、

取
り

戻
さ

れ
る

健
全

な
土

中
環

境
の

共
存

・
生

態
系

に
よ

る
既

存
イ

ン
フ

ラ
・

土
木

構
造

物
の

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

手
法

都
市
イ
ン
フ
ラ
と
近
代
土
木
を
基
盤
と
す
る
20
22
年
現
在
の
く
ら
し

20
22

年
の

生
田

ひ
と
が
く
ら
し
の
中
で
水
を
使
う
こ
と
が
、
そ
の
場
所
の
「
自
然
」
を
か
え
っ
て
豊
か
に
す
る
郊
外
住
宅
地
で
の
古
く
て
新
し
い
く
ら
し

今 提
案

「
　

　
　

境
装

置
」

既
存

の
擁

壁
／

排
水

溝
／

地
下

駐
車

場
な

ど
土

中
の

水
と

空
気

の
動

き
を

止
め

て
い

る
も

の
を

、
動

的
安

定
の

構
造

物
へ

改
良

す
る

。
ひ

と
つ

ひ
と

つ
の

環
境

装
置

は
、

土
中

の
水

と
空

気
の

動
き

を
誘

導
し

、
健

全
な

土
中

環
境

を
形

成
す

る
。

こ
の

構
造

物
は

ひ
と

の
毎

日
の

さ
さ

い
な

お
世

話
に

よ
っ

て
10

00
年

安
定

し
、

機
能

す
る

。

「
　

   
   

  イ
ク

ロ
イ

ン
フ

ラ
」

沈
殿

池
／

植
生

浄
化

槽
／

生
物

浄
化

槽
／

配
水

池
／

送
水

網
な

ど
、

小
さ

な
水

イ
ン

フ
ラ

を
住

宅
地

の
中

に
挿

入
す

る
。

ひ
と

つ
ひ

と
つ

の
マ

イ
ク

ロ
イ

ン
フ

ラ
は

、
斜

面
地

の
上

流
か

ら
下

流
ま

で
つ

な
が

り
、

一
連

の
オ

フ
グ

リ
ッ

ト
な

水
シ

ス
テ

ム
と

し
て

機
能

す
る

。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
ひ

と
の

毎
日

の
さ

さ
い

な
お

世
話

に
よ

っ
て

機
能

す
る

。

生
田

の
水

道
水

は
ど

こ
か

ら
使

っ
た

水
は

ど
こ

へ

マ
環

く

生
田

長
沢
浄
水
場

酒
匂
川

相
模
川

多
摩
川

水
源
湖

等
々
力
水
処
理

セ
ン
タ
ー

雨
水

を
浸

透
し

な
い

つ
く

り 川
は

濁
り

、
増

減
が

激
し

い

危
惧

さ
れ

る
災

害

上
水

下
水

対
象

敷
地

畑

畑

五
反

田
川

防
災

用
井

戸

駅

主
要

道
路

大
型

マ
ン

シ
ョ

ン
空

家

空
家

ひ
な

壇
造

成
の

住
宅

地

竹
藪

下
水

上
水

雨
水

50
m

最
上
流

上
流 中
流

下
流最
下
流

既
存

下
水

道
管

廃
止

可
能

な
下

水
道

管

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

空
家

最
上
流

上
流 中
流

下
流最
下
流

既
存

下
水

道
管

廃
止

可
能

な
下

水
道

管

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

空
家

こ
の

ま
ち

に
住

む
ひ

と
の

　
　

　
　

ら
し

・
ひ

と
が

そ
こ

で
生

活
し

、
水

を
使

う
こ

と
が

生
態

系
を

豊
か

に
す

る
く

ら
し

・
ど

ん
な

水
を

ど
う

使
う

か
を

考
え

る
く

ら
し

・
毎

日
さ

さ
い

な
水

の
お

世
話

を
す

る
く

ら
し

・
オ

フ
グ

リ
ッ

ト
な

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

ち
、

都
市

イ
ン

フ
ラ

に
依

存
し

な
い

く
ら

し

22
世

紀
型

「
庭

付
き

一
戸

建
て

」
郊

外
住

宅

・
広

い
庭

：
空

家
が

緑
地

や
水

辺
に

な
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
低

密
度

化
し

、
庭

が
広

が
る

。
毎

日
、

ち
ょ

っ
と

し
た

お
世

話
を

す
る

・
便

利
な

里
山

：
都

心
へ

の
良

好
な

ア
ク

セ
ス

で
あ

り
な

が
ら

、
豊

か
な

生
態

系
の

中
で

里
山

的
な

く
ら

し
が

で
き

る

こ
の

ま
ち

の
「

自
然

」

・
か

つ
て

の
森

へ
の

非
視

覚
的

回
帰

：
こ

の
ま

ち
の

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
、

浄
化

さ
れ

た
水

と
養

分
の

供
給

源
と

な
り

、
か

つ
て

あ
っ

た
森

と
同

様
な

機
能

を
果

た
す

・
既

存
住

宅
地

と
、

取
り

戻
さ

れ
る

健
全

な
土

中
環

境
の

共
存

・
生

態
系

に
よ

る
既

存
イ

ン
フ

ラ
・

土
木

構
造

物
の

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

タ
イ

ム
ス

キ
ー

ム

こ
の

ま
ち

の
下

水
道

管
は

徐
々

に
減

っ
て

い
く

。

下
水

道
管

が
1

つ
の

樹
状

に
独

立
し

て
い

る
域

を
対

象
と

し
て

い
る

。
今

回
の

提
案

で
は

、
水

の
流

れ
に

電
力

を
用

い
ず

、
自

然
流

下
の

計
画

と
し

て
い

る
が

、
一

般
的

に
斜

面
地

の
下

水
道

管
網

は
自

然
流

下
す

る
よ

う
計

画
さ

れ
て

い
る

の
で

、
こ

れ
を

参
照

す
る

の
が

簡
単

で
あ

る
。

特
に

下
水

道
管

上
端

部
に

お
い

て
、

生
活

排
水

が
マ

イ
ク

ロ
イ

ン
フ

ラ
で

浄
化

さ
れ

、
下

水
道

管
が

不
要

に
な

れ
ば

、
更

新
時

の
新

し
い

敷
設

は
い

ら
な

く
な

る
。

今
回

の
提

案
は

、
20

60
年

代
時

点
を

想
定

し
て

い
る

。

ひ
と

つ
ず

つ
増

え
、

こ
の

ま
ち

の
水

は
、

昨
日

よ
り

よ
り

よ
く

な
っ

て
い

く
。

マ
イ

ク
ロ

イ
ン

フ
ラ

／
環

境
装

置
の

空
家

へ
の

挿
入

は
、

空
家

の
増

加
の

ペ
ー

ス
に

合
わ

せ
て

行
わ

れ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

建
築

は
、

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
徐

々
に

形
成

し
、

一
連

と
し

て
生

活
排

水
を

浄
化

す
る

オ
フ

グ
リ

ッ
ト

・
シ

ス
テ

ム
を

生
む

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

、
上

流
の

生
活

排
水

浄
化

域
を

徐
々

に
下

流
へ

広
げ

て
い

く
こ

と
で

、
拡

大
し

て
い

く
。

提
案

す
る

20
60

年
の

生
田

生
田

の
歴

史
と

将
来

予
測

20
20

　
人

口
減

少
の

開
始

川
崎

市
の

将
来

人
口

推
計

に
よ

る
と

、
多

摩
区

は
20

20

年
の

21
.7

万
人

を
ピ

ー
ク

に
人

口
が

減
っ

て
い

く
。

20
20

　
大

型
マ

ン
シ

ョ
ン

の
竣

工

12
5

戸
が

入
る

マ
ン

シ
ョ

ン
が

、
緑

の
残

る
急

斜
面

を

大
規

模
に

造
成

し
て

建
設

さ
れ

た
。

20
30

年
以

降
　

空
家

の
増

加

50
世

帯
あ

た
り

5
年

間
に

1
世

帯
以

上
の

ペ
ー

ス
で

空

家
と

な
る

。

（
人

口
減

少
よ

り
試

算
）

20
60

年
代

20
22

年
現

在
と

比
べ

、
5

世
帯

に
1

世
帯

が
空

家
と

な
る

。

(人
口

減
少

よ
り

試
算

）

20
37

　
下

水
道

管
の

標
準

耐
用

年
数

(5
0

年
)満

期

「
　

   
   

  イ
ク

ロ
イ

ン
フ

ラ
」

沈
殿

池
／

植
生

浄
化

槽
／

生
物

浄
化

槽
／

配
水

池
／

送
水

網
な

ど
、

小
さ

な
水

イ
ン

フ
ラ

を
住

宅
地

の
中

に
挿

入
す

る
。

ひ
と

つ
ひ

と
つ

の
マ

イ
ク

ロ
イ

ン
フ

ラ
は

、
斜

面
地

の
上

流
か

ら
下

流
ま

で
つ

な
が

り
、

一
連

の
オ

フ
グ

リ
ッ

ト
な

水
シ

ス
テ

ム
と

し
て

機
能

す
る

。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
ひ

と
の

毎
日

の
さ

さ
い

な
お

世
話

に
よ

っ
て

機
能

す
る

。

マ
　
沈
殿
池

環
　
コ
ン
ポ
ス
ト

養
分
を
循
環
さ
せ
る

マ
　
植
生
浄
化
槽

草
木
に
よ
る
水
の
浄
化

環
　
擁
壁
の
補
修

土
中
の
水
と
空
気
を
動
か
す

環
　
地
下
駐
車
場
の
補
修

土
中
の
水
と
空
気
を
動
か
す

マ
　
生
物
浄
化
槽

藻
と
生
物
群
生
に
水
の
よ
る
浄
化

く
　
ち
ょ
こ
っ
と
浄
化

水
耕
栽
培
な
ど
家
の
前
の
水
路
で

生
活

排
水

下
水

道
は

も
う

使
わ

れ
ず

マ
　
ビ
オ
ト
ー
プ

草
木
に
よ
る
水
の
浄
化

く
　
水
の
お
世
話

草
刈
り
な
ど
ち
ょ
こ
っ
と
仕
事

健
全

な
木

々

動
的

安
定

の
大

地

く
　
銭
湯
・
ラ
ン
ド
リ
ー

浄
化
し
た
水
を
再
利
用
す
る

マ
　
配
水
池

浄
化
し
た
水
を
各
家
へ

く
　

水
の

使
い

分
け

水
道

水
と

浄
化

し
た

水
と

を

使
い

分
け

る

土
中

か
ら

染
み

出
す

水

雨
水 全
体
が
一
連
に
つ
な
が
り
、
そ
の
機
能
は
、
か
つ
て
の
森
と

同
じ

く
。

既
存

下
水

道
管

廃
止

可
能

な
下

水
道

管

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

空
家

50
m

水
と

空
気

の
動

き

健
全

な
土

中
環

境

植
樹

炭
、

藁
、

枝
葉

玉
石

、
瓦

環
境

装
置

と
し

て
の

井
戸

自
然

素
材

で
作

る
土

手

裏
山

裏
山

畑

畑

井
戸

水
路

溝

家

池
水

田

雨
落

五
反

田
川

五
反
田
川

対
象
敷
地

津
久
井
道

　
　

対
象

敷
地

：
神

奈
川

県
川

崎
市

多
摩

区
生

田
に

位
置

す
る

斜
面

地
の

郊
外

住
宅

地
。

下
水

道
管

が
1

つ
の

樹
形

に
独

立
し

て
い

る
そ

の
範

囲
。

19
60

年
代

に
多

摩
丘

陵
の

斜
面

地
部

分
の

ひ
な

壇
造

成
に

よ
る

開
発

に
よ

っ
て

生
ま

れ
た

住
宅

地
を

対
象

と
す

る
。

生
田

は
、新

宿
ま

で
電

車
で

20
分

と
い

う
便

利
な

場
所

に
あ

り
な

が
ら

、

生
田

緑
地

な
ど

豊
か

な
自

然
が

パ
ッ

チ
ワ

ー
ク

状
に

残
る

場
所

で
あ

る
。

今
、

自
分

が
暮

ら
し

て
い

る
そ

の
場

所
を

対
象

と
す

る
。

　
　

生
田

を
対

象
と

す
る

意
義

・
東
京
の
後
背
地
と
し
て
の
普
遍
性

　
　

東
京

の
後

背
地

と
し

て
、「

多
摩

丘
陵

を
開

発
し

た
住

宅
街

」
は

広
く

存
在

し
、

普
遍

的
な

サ
ン

プ
ル

で
あ

る
。

・
都
市
計
画
的
視
点
、
イ
ン
フ
ラ
的
視
点

　
　

人
口

減
少

社
会

に
お

い
て

、
都

市
の

中
で

は
先

立
っ

て
影

響
が

出
て

く
る

と
考

え
ら

れ
、

空
家

の
増

加
対

策
や

イ
ン

フ
ラ

の
余

剰
・

更
新

の
最

適
化

の
検

討
が

急
が

れ
る

地
域

で

あ
る

。

・
近
代
土
木
へ
の
視
点
、
防
災
的
視
点

　
　

特
に

非
常

時
に

、
近

代
土

木
の

方
法

で
土

中
環

境
を

顧
み

ず
に

斜
面

を
造

成
し

て
き

た
歪

み
へ

の
対

応
に

せ
ま

ら
れ

る
地

域
で

あ
る

。

・
生
態
系
的
視
点

　
　

丘
陵

部
に

緑
地

が
パ

ッ
チ

ワ
ー

ク
状

に
存

在
す

る
特

徴
を

持
ち

、
今

後
、

都
市

の
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

を
考

え
る

上
で

、
軸

と
な

り
う

る
生

態
系

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
持

つ
地

域
で

あ
る

。

　
　

目
的

：
22

世
紀

型
郊

外
住

宅
地

と
は

。
22

世
紀

の
郊

外
住

宅
地

に
お

け
る

「
自

然
」

と
は

。
　

　

こ
れ

か
ら

の
人

口
減

少
時

代
、

郊
外

住
宅

地
で

は
空

家
が

増
え

、
低

密
度

化
が

進
む

。
20

22
年

の
く

ら
し

を
支

え
て

い
る

都
市

イ
ン

フ
ラ

や
近

代
土

木
構

造
物

は
老

朽
化

が
進

み
、

1
人

あ

た
り

の
維

持
更

新
費

は
増

大
し

て
い

く
。

現
在

あ
る

イ
ン

フ
ラ

や
土

木
構

造
物

を
基

盤
と

し
な

が
ら

、
ひ

と
が

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

が
そ

の
場

所
の

「
自

然
」

を
か

え
っ

て
豊

か
に

す
る

、

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
く

ら
し

を
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

か
。

く
ら

し
の

中
の

水
の

使
い

方
に

着
目

し
て

、
健

全
な

「
自

然
」

と
互

い
に

支
え

あ
い

な
が

ら
暮

ら
す

、
古

く
て

新
し

い
く

ら
し

を
提

案
す

る
。

木
の

根
と

菌
糸

で
動

的
に

安
定

し
、

10
00

年
も

つ

大
地

を
つ

く
る

。
明

治
14

年
の

生
田

　
S=

1/
30

00

こ
れ

ま
で

の
水

の
使

い
方

、
そ

し
て

提
案

：
ひ

と
が

く
ら

し
の

中
で

水
を

使
う

こ
と

が
、

そ
の

場
所

の
「

自
然

」
を

か
え

っ
て

豊
か

に
す

る
、

郊
外

住
宅

地

ひ
と

が
水

を
使

う
こ

と
で

、
土

中
の

水
と

空
気

が
動

き
、

土
中

環
境

が
豊

か
に

な
る

。

ひ
と

の
く

ら
し

と
土

中
環

境
伝

統
的

土
木

の
大

地
の

治
め

方

呼
吸

す
る

大
地

に
住

む

昔

 

対
象

敷
地

 
生

態
系

の
豊

か
さ

を
享

受
し

て
、

そ
の

場
所

に
流

れ
る

水
を

使
う

、
谷

戸
で

の
く

ら
し

郊
外

住
宅

地
の

「
自

然
」

再
構

郊
外

住
宅

地
の

「
自

然
」

再
構

は
じ
ま
り
は
、
日
々
の
水
の
使
い
方

水



土
砂

災
害

警
戒

区
域

内
水

浸
水

想
定

区
域

　
1.

0
～

2.
0ｍ

　
0.

5
～

1.
0ｍ

生
田

の
水

供
給

は
県

域
ス

ケ
ー

ル
で

あ
る

。
大

が
か

り
な

水
イ

ン
フ

ラ
を

こ
れ

か
ら

ど
う

維
持

更
新

す
る

か
。

雨
水

を
浸

透
さ

せ
な

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

ま
ち

な
み

を
こ

れ
か

ら
ど

う
維

持
更

新
す

る
か

。

近
代

土
木

に
よ

る
大

地
の

治
め

方
の

脆
弱

さ
現

在
の

水
の

使
い

方
の

非
持

続
可

能
性

土
中

と
水

の
為

の
「

マ
イ

ク
ロ

イ
ン

フ
ラ

」
兼

「
 
環

境
装

置
」

と
な

る
よ

う
に

、
空

家
や

既
存

イ
ン

フ
ラ
・
土

木
を

維
持

更
新
・
解

体
す

る
。

五
反
田
川対
象
敷
地

生
田
駅

生
田
小
学
校

マ
ン
シ
ョ
ン

五
反
田
川対
象
敷
地

生
田
駅

生
田
小
学
校

マ
ン
シ
ョ
ン

こ
の

ま
ち

に
住

む
ひ

と
の

　
　

　
　

ら
し

・
ひ

と
が

そ
こ

で
生

活
し

、
水

を
使

う
こ

と
が

生
態

系
を

豊
か

に
す

る
く

ら
し

・
ど

ん
な

水
を

ど
う

使
う

か
を

考
え

る
く

ら
し

・
毎

日
さ

さ
い

な
水

の
お

世
話

を
す

る
く

ら
し

・
オ

フ
グ

リ
ッ

ト
な

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

ち
、

都
市

イ
ン

フ
ラ

に
依

存
し

な
い

く
ら

し

22
世

紀
型

「
庭

付
き

一
戸

建
て

」
郊

外
住

宅

・
広

い
庭

：
空

家
が

緑
地

や
水

辺
に

な
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
低

密
度

化
し

、
庭

が
広

が
る

。
毎

日
、

ち
ょ

っ
と

し
た

お
世

話
を

す
る

・
便

利
な

里
山

：
都

心
へ

の
良

好
な

ア
ク

セ
ス

で
あ

り
な

が
ら

、
豊

か
な

生
態

系
の

中
で

里
山

的
な

く
ら

し
が

で
き

る

こ
の

ま
ち

の
「

自
然

」

・
か

つ
て

の
森

へ
の

非
視

覚
的

回
帰

：
こ

の
ま

ち
の

水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
、

浄
化

さ
れ

た
水

と
養

分
の

供
給

源
と

な
り

、
か

つ
て

あ
っ

た
森

と
同

様
な

機
能

を
果

た
す

・
既

存
住

宅
地

と
、

取
り

戻
さ

れ
る

健
全

な
土

中
環

境
の

共
存

・
生

態
系

に
よ

る
既

存
イ

ン
フ

ラ
・

土
木

構
造

物
の

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

手
法

都
市
イ
ン
フ
ラ
と
近
代
土
木
を
基
盤
と
す
る
20
22
年
現
在
の
く
ら
し

20
22

年
の

生
田

ひ
と
が
く
ら
し
の
中
で
水
を
使
う
こ
と
が
、
そ
の
場
所
の
「
自
然
」
を
か
え
っ
て
豊
か
に
す
る
郊
外
住
宅
地
で
の
古
く
て
新
し
い
く
ら
し

今 提
案

「
　

　
　

境
装

置
」

既
存

の
擁

壁
／

排
水

溝
／

地
下

駐
車

場
な

ど
土

中
の

水
と

空
気

の
動

き
を

止
め

て
い

る
も

の
を

、
動

的
安

定
の

構
造

物
へ

改
良

す
る

。
ひ

と
つ

ひ
と

つ
の

環
境

装
置

は
、

土
中

の
水

と
空

気
の

動
き

を
誘

導
し

、
健

全
な

土
中

環
境

を
形

成
す

る
。

こ
の

構
造

物
は

ひ
と

の
毎

日
の

さ
さ

い
な

お
世

話
に

よ
っ

て
10

00
年

安
定

し
、

機
能

す
る

。

「
　

   
   

  イ
ク

ロ
イ

ン
フ

ラ
」

沈
殿

池
／

植
生

浄
化

槽
／

生
物

浄
化

槽
／

配
水

池
／

送
水

網
な

ど
、

小
さ

な
水

イ
ン

フ
ラ

を
住

宅
地

の
中

に
挿

入
す

る
。

ひ
と

つ
ひ

と
つ

の
マ

イ
ク

ロ
イ

ン
フ

ラ
は

、
斜

面
地

の
上

流
か

ら
下

流
ま

で
つ

な
が

り
、

一
連

の
オ

フ
グ

リ
ッ

ト
な

水
シ

ス
テ

ム
と

し
て

機
能

す
る

。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
ひ

と
の

毎
日

の
さ

さ
い

な
お

世
話

に
よ

っ
て

機
能

す
る

。

生
田

の
水

道
水

は
ど

こ
か

ら
使

っ
た

水
は

ど
こ

へ

マ
環

く

生
田

長
沢
浄
水
場

酒
匂
川

相
模
川

多
摩
川

水
源
湖

等
々
力
水
処
理

セ
ン
タ
ー

雨
水

を
浸

透
し

な
い

つ
く

り 川
は

濁
り

、
増

減
が

激
し

い

危
惧

さ
れ

る
災

害

上
水

下
水

対
象

敷
地

畑

畑

五
反

田
川

防
災

用
井

戸

駅

主
要

道
路

大
型

マ
ン

シ
ョ

ン
空

家

空
家

ひ
な

壇
造

成
の

住
宅

地

竹
藪

下
水

上
水

雨
水

50
m

水
と

空
気

の
動

き

健
全

な
土

中
環

境

植
樹

炭
、

藁
、

枝
葉

玉
石

、
瓦

環
境

装
置

と
し

て
の

井
戸

自
然

素
材

で
作

る
土

手

裏
山

裏
山

畑

畑

井
戸

水
路

溝

家

池
水

田

雨
落

五
反

田
川

五
反
田
川

対
象
敷
地

津
久
井
道

　
　

対
象

敷
地

：
神

奈
川

県
川

崎
市

多
摩

区
生

田
に

位
置

す
る

斜
面

地
の

郊
外

住
宅

地
。

下
水

道
管

が
1

つ
の

樹
形

に
独

立
し

て
い

る
そ

の
範

囲
。

19
60

年
代

に
多

摩
丘

陵
の

斜
面

地
部

分
の

ひ
な

壇
造

成
に

よ
る

開
発

に
よ

っ
て

生
ま

れ
た

住
宅

地
を

対
象

と
す

る
。

生
田

は
、新

宿
ま

で
電

車
で

20
分

と
い

う
便

利
な

場
所

に
あ

り
な

が
ら

、

生
田

緑
地

な
ど

豊
か

な
自

然
が

パ
ッ

チ
ワ

ー
ク

状
に

残
る

場
所

で
あ

る
。

今
、

自
分

が
暮

ら
し

て
い

る
そ

の
場

所
を

対
象

と
す

る
。

生
田

を
対

象
と

す
る

意
義

・
東
京
の
後
背
地
と
し
て
の
普
遍
性

　
　

東
京

の
後

背
地

と
し

て
、「

多
摩

丘
陵

を
開

発
し

た
住

宅
街

」
は

広
く

存
在

し
、

普
遍

的
な

サ
ン

プ
ル

で
あ

る
。

・
都
市
計
画
的
視
点
、
イ
ン
フ
ラ
的
視
点

　
　

人
口

減
少

社
会

に
お

い
て

、
都

市
の

中
で

は
先

立
っ

て
影

響
が

出
て

く
る

と
考

え
ら

れ
、

空
家

の
増

加
対

策
や

イ
ン

フ
ラ

の
余

剰
・

更
新

の
最

適
化

の
検

討
が

急
が

れ
る

地
域

で
あ

る
。

・
近
代
土
木
へ
の
視
点
、
防
災
的
視
点

　
　

特
に

非
常

時
に

、
近

代
土

木
の

方
法

で
土

中
環

境
を

顧
み

ず
に

斜
面

を
造

成
し

て
き

た
歪

み
へ

の
対

応
に

せ
ま

ら
れ

る
地

域
で

あ
る

。

・
生
態
系
的
視
点

　
　

丘
陵

部
に

緑
地

が
パ

ッ
チ

ワ
ー

ク
状

に
存

在
す

る
特

徴
を

持
ち

、
今

後
、

都
市

の
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

を
考

え
る

上
で

、
軸

と
な

り
う

る
生

態
系

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
持

つ
地

域
で

あ
る

。

　
　

目
的

：
22

世
紀

型
郊

外
住

宅
地

と
は

。
22

世
紀

の
郊

外
住

宅
地

に
お

け
る

「
自

然
」

と
は

。
　

　

こ
れ

か
ら

の
人

口
減

少
時

代
、

郊
外

住
宅

地
で

は
空

家
が

増
え

、
低

密
度

化
が

進
む

。
20

22
年

の
く

ら
し

を
支

え
て

い
る

都
市

イ
ン

フ
ラ

や
近

代
土

木
構

造
物

は
老

朽
化

が
進

み
、

1
人

あ

た
り

の
維

持
更

新
費

は
増

大
し

て
い

く
。

現
在

あ
る

イ
ン

フ
ラ

や
土

木
構

造
物

を
基

盤
と

し
な

が
ら

、
ひ

と
が

暮
ら

し
て

い
る

こ
と

が
そ

の
場

所
の

「
自

然
」

を
か

え
っ

て
豊

か
に

す
る

、

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
く

ら
し

を
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

か
。

く
ら

し
の

中
の

水
の

使
い

方
に

着
目

し
て

、
健

全
な

「
自

然
」

と
互

い
に

支
え

あ
い

な
が

ら
暮

ら
す

、
古

く
て

新
し

い
く

ら
し

を
提

案
す

る
。

木
の

根
と

菌
糸

で
動

的
に

安
定

し
、

10
00

年
も

つ

大
地

を
つ

く
る

。
明

治
14

年
の

生
田

　

こ
れ

ま
で

の
水

の
使

い
方

、
そ

し
て

提
案

：
ひ

と
が

く
ら

し
の

中
で

水
を

使
う

こ
と

が
、

そ
の

場
所

の
「

自
然

」
を

か
え

っ
て

豊
か

に
す

る
、

郊
外

住
宅

地

ひ
と

が
水

を
使

う
こ

と
で

、
土

中
の

水
と

空
気

が
動

き
、

土
中

環
境

が
豊

か
に

な
る

。

ひ
と

の
く

ら
し

と
土

中
環

境
伝

統
的

土
木

の
大

地
の

治
め

方

呼
吸

す
る

大
地

に
住

む

昔

 

対
象

敷
地

 
生

態
系

の
豊

か
さ

を
享

受
し

て
、

そ
の

場
所

に
流

れ
る

水
を

使
う

、
谷

戸
で

の
く

ら
し

50
m



電力を使わず、自然流下での供給

毎日のちょこっと仕事

０円の水が使える

贅沢なお風呂に入れる

配水池

水のごほうび

竹林

1号室

配水池 1

配水池 1

配水池 2

配水池 2

2 号室

銭湯

銭湯

脱衣所

脱衣所

ベランダ
ランドリー 竹炭貯蔵庫

道具置き場

道具置き場

手押しポンプ場

3号室

配水池 3

配水池 4

4 号室

水槽の部屋

植物栽培の部屋

生物浄化槽

生物浄化槽

各家へ

各家へ

大穴

段々の配水池は
まちの各レベルに水を供給する

水道水とここで取れる水とを
使い分けるくらし

みんなできれいにした水をみんなで使う
このまちのコミュニティ

雨の日、お風呂は貯水池。

水を贅沢に使って、
竹林を望んでひろびろと。

段々の配水池は
まちの各レベルに水を供給する

水道水とここで取れる水とを
使い分けるくらし

みんなできれいにした水をみんなで使う
このまちのコミュニティ

雨の日、お風呂は貯水池。

水を贅沢に使って、
竹林を望んでひろびろと。

段々の配水池は
まちの各レベルに水を供給する

水道水とここで取れる水とを
使い分けるくらし

みんなできれいにした水をみんなで使う
このまちのコミュニティ

雨の日、お風呂は貯水池。

水を贅沢に使って、
竹林を望んでひろびろと。

竹を切る

燃やす
竹炭

水を浄化する資材として

老廃した竹藪を整備しながら、
まちのために竹炭を生産する
老廃した竹藪を整備しながら、
まちのために竹炭を生産する

水回り設備の老朽化が進んだ、荒れた竹林に隣して建つ、段々の集合住宅

この場所で手に入る水を使えるよう
に設備改修し、銭湯とランドリーを
オープン。既存躯体の段々の形態を
活かして、まちの多様なレベルへ重
力送水できる配水池を併設した。

水源から少しずつ浄化された生活排
水は、ここにてまちのみんなに再利
用される。みんなの日々の水のお世
話の成果は、ちょっと贅沢なお風呂
と0円で使える水として返ってくる。
このまちのひとは、水道水とこの水
とを使い分けて生活している。

<水回り設備更新 >

最下流にて、きれいな水をひとはいただく

まちできれいにした水をここで使うための改修。日々のご褒美は贅沢な風呂で。
最下流
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中流より

不健全な大地
根を浅くはる竹の繁殖
林床植生は貧弱

豊かな雑木林へ
土手をつくり、植樹

燃やす

焼き杭

糸状の藻類微小動物、細菌 汚泥、藻は肥料として

生物浄化池

生物浄化池
水路 竹炭

コンクリートがら

コンクリートがら

汚泥

木造住宅の廃材

柱材 梁材

＜生物浄化法＞
 藻と生物群集によって、
まちに流れる水を浄化する

残された緑地・竹藪から、
里山の雑木林へ

＜生物浄化法＞
 藻と生物群集によって、
まちに流れる水を浄化する

残された緑地・竹藪から、
里山の雑木林へ

解体材でつくる雑木林へのスロープ

ひとの暮らす領域と、残る緑地とを分
断するように建っていた集合住宅。両
者をつなぎ、竹藪をもとの雑木林へ直
す拠点をつくる。また、両者の間にて、
まちを流れてきた水を生物浄化槽でさ
らに浄化する。竹藪整備と同時にまち
の水の浄化の為に竹炭が生産される。

このまちでは、ひとの暮らしと残され
た緑地が交わりあい、互いに恩恵を受
けあう。

水回り設備の老朽化が進んだ、荒れた竹林に隣して建つ、段々の集合住宅

< 生物浄化槽 >

< 里山の手入れ拠点づくり >

スロープがひとと
かつての里山をつなぐ

スロープがひとと
かつての里山をつなぐ

このスロープで、竹炭や竹材が
まちの各地へ運ばれていく。
こどもはここを通って
雑木林へ遊びに行く。

ひとと森とをつなぐ小さなインフラ施設。互いに恩恵を受けあって。
下流

下流にて、草木と生物が水をさらに浄化する
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たい肥つくり場

住みやすさへの一工夫。余った空間は、水と土中の為に使って。
中流

階段の上り下りが大変な、２軒の住宅

ひな壇造成地に擁壁を挟んで隣り合う
２つの３階建て住宅。下側に住んでい
た家族が上側の空家を買い取り、2軒で
3世代が住む。
２軒をスロープでつなぎ、フラットな
構成に変え、車椅子生活の曾祖母が楽
しく住めるようになった。
２軒の隙間には水の為の空間が生まれ、
0円の水が使えるようになる。余った１
階部分では、家族で家庭菜園をはじめ、
ついでに Bからの水を浄化する機能を
持っている。

中流にて、くらしのなかでちょこっと浄化する

< バリアフリー改修＞

植生浄化槽からの水
N、Pが含まれる

液肥のかわりに
少し汚れの残った水を使う

養分

植生浄化槽からの水
を使った水耕栽培

既存コンクリートに
養分循環の蔵をつくる

コンポストトイレ
たい肥

液肥

枝葉

竹炭

発酵

一部解体

肥えた土として使用

水耕栽培

既存コンクリート

蛇口をひねるだけでない、水の使い方

B からの水

①せぎ板を閉め、
水位を上げて、取水

②ろ過

③貯水

⑤使用

④手押しポンプ 間取りの変化で、
リビングを通りへ開いて

デイサービス通い

の曾祖母は、道路

のレベルから自分

の寝室まで車椅子

で移動できる。

竹炭栽培

ちょっと浄化された水
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空家

頂上・平地の袋小路に並ぶ 4軒の住宅

下水道網の先端に位置する 9軒の住宅
では、下水道を使わなくなった。水の
使い方の工夫をして環境負荷を削減し、
毎日の生活排水は上流の植生浄化槽へ
流している。
その域の袋小路に位置する空家は、周
囲に暮らす人々の水の使い方を支える
ため、改修された。
これまで下水へ流されていた養分はこ
こにて浚われ、肥料なってまちの土壌
を肥やす。

雑排水 雑排水

コンポストトイレ

生ごみ

コンポストトイレ

生ごみ汚泥

上流へ

道具洗い場 道具置き場

コンポスト
発酵場温室菜園

沈殿池

菜園

コンポスト
発酵場

沈殿池

菜園

トイレ・生ごみ
コンポスト 汚泥コンポスト

汚泥

雑排水雑排水

雨水貯留槽

既存下水道管で
袋小路の道の中央に養分を供給する

生活排水に含まれる汚れを沈殿させる

植生浄化槽で浄化可能な生活排水を出す暮らし

生活の工夫によって、変わる水インフラ

コンポストトイレを使う雑排水の環境負荷を小さくする
・低負荷な洗剤の使用
・キッチンの流しでの配慮

雑排水の面倒を見る
・隣の空家の沈殿池へ
・溜まった汚泥は浚って
　コンポストへ入れる

使われていない下水道管

既存下水道管

各住宅→沈殿池→上流への流れ

転用された下水道管

既存下水道管は、袋小路奥の
住宅の水洗トイレと繋がり、
養分を供給する菅となる。

この域は下水道をもう使って
いないから、下水道管更新時、
新しく敷設せず。

沈殿池へ

沈殿池へ

下流へ

< 沈殿池・コンポスト発酵所 >

最上流にて、ここはこのまちの水源地

浄化可能な水を排出する暮らしを支える場所。養分はさらって、土壌を肥沃に。
最上流

嫌気性微生物による分解

植物による吸収

袋小路の
奥の家の水洗トイレ

下水道管更新工事時、
既存下水道に孔

藁、炭、枝葉の層

上部道路ははつったら戻さず、農地化

養分

沈殿池

汚泥

コンポスト

もみ殻、木くず、枝葉
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空家
空家

下流へ

< 植生浄化槽＞

ひとと森とをつなぐ小さなインフラ施設。互いに恩恵を受けあって。

擁壁を挟んで隣り合う 2軒の住宅

ひな壇造成地に 2つの空家が隣り合っ
てある。木造２階建ての空家は老朽化
が進んでいたため、解体が選択された。
この時、解体のしかたを工夫した結果、
残地は植生浄化槽としての機能を得た。
最上流より環境負荷の小さい生活排水
を得て、植生浄化法で浄化する。使っ
た水をくらしのすぐそばで浄化し大地
へ返せるようにすることで、これまで
下水に流されていた水や養分がまちを
潤す。草木の生い茂る大地となったこ
の場所は、過密な住宅地に緑の豊かさ
を与える。

ろ過槽の設置と伴い、老朽化した
コンクリート擁壁は動的安定を得る

植生浄化槽は、はじめは草本群落で、
植生遷移し次第に森になっていく

植生浄化槽：表面流れ方式植生浄化槽：浸透流れ方式

改良した既存排水溝にて、
浄化された生活排水は
大地に涵養される

上流にて、草木が水を浄化する

生活排水を浄化する小さなインフラ。使った水は、暮らすまちにて大地に還す。
上流

貯水池

貯水池

植生浄化槽 2

植生浄化槽 2

植生浄化槽１

植生浄化槽１

ろ過槽

ろ過槽

藁炭ろ過槽

藁炭ろ過槽

上流より

枯草置き

枯草置き

ヨシ
マコモ

ショウブ
ガマ

既存基礎既存基礎

竹炭

土壌の堆積既存基礎焼き杭

枝粗朶
雑木の植樹

既存排水溝を上下逆にし、底に穴

竹炭

藁
枝葉

焼き杭

擁壁に穴をあけ、焼き杭を打ち込む。

木造の解体材を型枠に、コンクリートが

らと炭藁、枝葉を層状に積み、植樹する。

既存擁壁を菌糸と木の根で動的に安定す

る伝統的土木とのハイブリットにする。
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